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以　
上　
。　
作　
業　
に　
は　
農　
機　
具　
を　
使　
用　
。　

国　
民　
の　
財　
産　
で　
あ　
る　
棚　
田　
の　
役　
割　

を　
見　
直　
し　
、　
先　
人　
た　
ち　
の　
知　
恵　
を　
学　

び　
、　
環　
境　
保　
全　
、　
国　
土　
保　
全　
、　
農　
村　

文　
化　
を　
考　
え　
て　
い　
く　
こ　
と　
を　
目　
的　
と　

し　
て　
、　
平　
成　
七　
年　
九　
月　
に　
全　
国　
棚　
田　

連　
絡　
協　
議　
会　
が　
設　
立　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

協　
議　
会　
は　
、　
棚　
田　（　
千　
枚　
田　
）　を　
有　

す　
る　
市　
町　
村　
、　
各　
種　
団　
体　
及　
び　
個　
人　

が　
、　
棚　
田　
を　
通　
し　
て　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
化　

を　
図　
る　
組　
織　
で　
あ　
り　
、　
主　
に　
次　
の　
よ　

う　
な　
事　
業　
を　
実　
施　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

①　
棚　
田　
に　
関　
す　
る　
情　
報　
交　
換　
、　
交　
流　

に　
関　
す　
る　
こ　
と　

②　
棚　
田　
に　
関　
す　
る　
歴　
史　
、　
実　
態　
、　
活　

用　
に　
関　
す　
る　
調　
査　

③　
講　
演　
会　
、　
講　
習　
会　
、　
サ　
ミ　
ッ　
ト　
、　

文　
化　
的　
行　
事　
等　
の　
推　
進　

全
国
棚
田
連
絡
協
議
会

全国棚田オーナー制度
棚　
田　
と　
は　
、　
山　
あ　
い　
の　
傾　
斜　
地　
を　

切　
り　
開　
き　
、　
石　
を　
積　
み　
重　
ね　
て　
土　
を　

盛　
り　
、　
谷　
の　
水　
を　
引　
い　
て　
作　
ら　
れ　
た　

よ　
う　
な　
、　
傾　
斜　
二　
十　
分　
の　
一　
以　
上　
に　

あ　
る　
水　
田　
の　
こ　
と　
を　
い　
い　
ま　
す　
。　
小　

さ　
な　
も　
の　
ま　
で　
数　
え　
れ　
ば　
千　
枚　
に　
も　

達　
す　
る　
こ　
と　
か　
ら　
「　
千　
枚　
田　
」　
と　
も　

呼　
ば　
れ　
、　
そ　
の　
風　
景　
は　
ふ　
る　
さ　
と　
の　

原　
風　
景　
と　
し　
て　
、　
日　
本　
人　
の　
心　
の　
中　

に　
刻　
ま　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
山　
村　
の　
過　
疎　
化　
、　
農　
業　

の　
担　
い　
手　
の　
高　
齢　
化　
、　
後　
継　
者　
不　
足　

の　
な　
か　
で　
、　
耕　
作　
効　
率　
の　
悪　
い　
棚　
田　

は　
減　
反　
の　
対　
象　
と　
な　
り　
、　
全　
国　
約　
九　

百　
市　
町　
村　
、　
二　
十　
万　

に　
も　
及　
ぶ　
棚　

田　
の　
う　
ち　
、　
一　
〇　
％　
以　
上　
が　
既　
に　
耕　

作　
放　
棄　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
か　

と　
懸　
念　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
う　
し　
た　
状　
況　
の　
中　
で　
、　
も　
う　
一　

度　
棚　
田　
の　
持　
つ　
多　
面　
的　
な　
役　
割　
を　
見　

直　
し　
、　
棚　
田　
を　
守　
る　
活　
動　
が　
全　
国　
で　

少　
し　
ず　
つ　
始　
ま　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　

中　
の　
代　
表　
的　
な　
活　
動　
が　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　

ー　
制　
度　
で　
す　
。　

棚　
田　
は　
、　
農　
業　
生　
産　
の　
場　
と　
し　
て　

国　
民　
生　
活　
に　
寄　
与　
し　
て　
い　
る　
だ　
け　
で　

な　
く　
、　
国　
土　
・　
環　
境　
の　
保　
全　
、　
農　
村　

の　
美　
し　
い　
原　
風　
景　
の　
形　
成　
、　
伝　
統　
・　

文　
化　
の　
承　
継　
等　
、　
多　
面　
的　
な　
機　
能　
を　

発　
揮　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

①　
食　
料　
の　
生　
産　

②　
国　
土　
・　
自　
然　
環　
境　
の　
保　
全　

洪　
水　
防　
止　
・　
土　
砂　
流　
亡　
防　
止　
等　

③　
水　
資　
源　
の　
涵　
養　

水　
の　
貯　
蓄　
・　
水　
質　
浄　
化　
等　

④　
保　
健　
・　
休　
養　
の　
場　
の　
提　
供　

農　
作　
業　
体　
験　
を　
通　
じ　
た　
健　
康　
・　
や　

す　
ら　
ぎ　
の　
提　
供　
等　

⑤　
景　
観　
や　
文　
化　
資　
源　
の　
提　
供　

独　
特　
の　
景　
観　
美　
・　
伝　
統　
的　
稲　
作　
技　

術　
の　
承　
継　
等　

棚　
田　
地　
域　
を　
有　
す　
る　
市　
町　
村　
を　
対　

象　
と　
し　
た　
調　
査　
結　
果　
で　
は　
、　
棚　
田　
保　

全　
の　
目　
的　
は　
、　
景　
観　
の　
保　
全　
が　
最　
も　

多　
く　
、　
次　
い　
で　
土　
壌　
・　
水　
等　
の　
保　
全　
、　

生　
産　
資　
源　
の　
保　
全　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　
ま　
た　
、　
整　
備　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
農　

道　
整　
備　
、　
用　
排　
水　
路　
整　
備　
、　
区　
画　
整　

理　
の　
要　
望　
が　
高　
く　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
と　
は　
、　
①　
地　

域　
の　
非　
農　
家　
や　
地　
域　
外　
住　
民　
に　
オ　
ー　

ナ　
ー　
に　
な　
っ　
て　
も　
ら　
い　
、　
②　
棚　
田　
で　
一　

定　
区　
画　
の　
水　
田　
を　
割　
り　
当　
て　
、　
③　
そ　

れ　
に　
対　
し　
て　
会　
費　
を　
徴　
収　
し　
、　
④　
収　

穫　
物　
等　
を　
オ　
ー　
ナ　
ー　
に　
手　
渡　
す　
方　
法　

を　
持　
っ　
て　
い　
る　
制　
度　
を　
言　
い　
ま　
す　
。　

棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
は　
、　
実　
施　
形　

態　
に　
よ　
り　
、　
次　
の　
四　
区　
分　
に　
分　
類　
さ　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

Ⅰ
　
農
業
体
験
・
交
流
型

農　
業　
体　
験　
に　
重　
き　
が　
お　
か　
れ　
、　
田　

植　
え　
、　
草　
刈　
り　
、　
稲　
刈　
り　
な　
ど　
の　
来　

訪　
が　
二　
〜　
三　
回　
。　

Ⅱ
　
農
業
体
験
・
飯
米
確
保
型

農　
業　
体　
験　
よ　
り　
む　
し　
ろ　
一　
家　
の　
飯　

米　
を　
確　
保　
す　
る　
こ　
と　
が　
主　
目　
的　
。　
田　

植　
え　
、　
草　
刈　
り　
、　
稲　
刈　
り　
な　
ど　
、　
来　

訪　
は　
二　
〜　
三　
回　
。　

Ⅲ
　
作
業
参
加
・
交
流
型

来　
訪　
の　
回　
数　
や　
作　
業　
の　
種　
類　
が　
増　

え　
、　
農　
業　
体　
験　
か　
ら　
一　
歩　
進　
ん　
だ　
類　

型　
。　
田　
起　
し　
・　
田　
植　
え　
・　
草　
刈　
り　
・　

稲　
刈　
り　
・　
脱　
穀　
な　
ど　
の　
作　
業　
に　
四　
回　

以　
上　
参　
加　
。　

Ⅳ
　
就
農
・
交
流
型

来　
訪　
頻　
度　
が　
最　
も　
多　
く　
、　
年　
十　
回　

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

日
本　
の　
原
風
景　
「　
棚
田　
」　
を　
守　
る　
地
方
と　
都
市　
の　
交
流
活
動

棚
田
の
多
様
な
役
割

棚
田
地
域
に
お
け
る
要
望

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
は

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
分
類

政
策
・
制
度

Ⅲ、Ⅳは本格的に農業に取り組む実施形態
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「　
大　
山　
千　
枚　
田　
写　
真　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
」　

や　
「　
か　
か　
し　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
」　
の　
表　
彰　

式　
も　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
写　
真　
コ　
ン　
テ　

ス　
ト　
に　
は　
、　「　
日　
本　
が　
誇　
る　
棚　
田　
の　
美　

し　
さ　
を　
広　
く　
世　
に　
伝　
え　
た　
い　
」　
と　
願　

う　
ア　
マ　
チ　
ュ　
ア　
写　
真　
家　
の　
作　
品　
が　
多　

数　
出　
品　
さ　
れ　
、　
優　
秀　
作　
品　
は　
棚　
田　
倶　

楽　
部　
で　
販　
売　
さ　
れ　
る　
カ　
レ　
ン　
ダ　
ー　
に　

も　
採　
用　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
棚　
田　
の　
風　
景　
を　

愛　
す　
る　
写　
真　
家　
た　
ち　
も　
、　
大　
山　
千　
枚　

田　
保　
存　
会　
の　
活　
動　
を　
側　
面　
か　
ら　
支　
え　

る　
貴　
重　
な　
存　
在　
で　
す　
。　

一　
年　
間　
、　
害　
鳥　
な　
ど　
か　
ら　
田　
ん　
ぼ　

を　
守　
り　
続　
け　
た　
十　
数　
体　
の　
か　
か　
し　
は　
、　

ユ　
ニ　
ー　
ク　
さ　
を　
競　
う　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
終　

了　
後　
、　
地　
元　
の　
僧　
侶　
の　
太　
鼓　
と　
読　
経　

の　
な　
か　
、　
お　
た　
き　
上　
げ　
し　
て　
供　
養　
さ　

れ　
ま　
す　
。　

表　
彰　
者　
に　
は　
地　
元　
企　
業　
か　
ら　
多　
数　

の　
商　
品　
が　
贈　
ら　
れ　
、　
棚　
田　
に　
集　
ま　
る　

人　
の　
流　
れ　
に　
期　
待　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　

分　
か　
り　
ま　
す　
。　

祭　
り　
の　
最　
後　
は　
、　
恒　
例　
の　
「　
お　
米　

あ　
り　
が　
と　
う　
音　
頭　
」　。　
地　
元　
の　
人　
た　
ち　

オ
ー
ナ
ー
制
度
が
生
み
出
す

交
流
の
輪

自
分
で
作
っ
た
お
米
を

担
ぐ
喜
び

交
流
か
ら
定
住
へ
棚
田
再
生
に
よ
る
地
域
お
こ
し

「　
大
山
千
枚
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制
度　
」　

十　
月　
十　
日　
、　
大　
山　
千　
枚　
田　
の　
拠　
点　

「　
棚　
田　
倶　
楽　
部　
」　
で　
「　
平　
成　
十　
六　
年　
度　

大　
山　
千　
枚　
田　
収　
穫　
祭　
」　
が　
開　
催　
さ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
の　
ほ　
か　
、　

棚　
田　
ト　
ラ　
ス　
ト　
制　
度　
や　
大　
豆　
畑　
ト　
ラ　

ス　
ト　
制　
度　
の　
会　
員　
、　
今　
年　
か　
ら　
始　
ま　

っ　
た　
酒　
づ　
く　
り　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
の　
メ　

ン　
バ　
ー　
な　
ど　
、　
約　
四　
百　
人　
が　
集　
ま　
る　

ほ　
ど　
の　
盛　
況　
ぶ　
り　
で　
し　
た　
。　

鴨　
川　
市　
長　
の　
代　
理　
で　
出　
席　
し　
た　
市　

農　
林　
水　
産　
課　
・　
渡　
辺　
寿　
雄　
課　
長　
の　

「　
都　
市　
と　
の　
交　
流　
に　
よ　
り　
棚　
田　
を　
再　
生　

さ　
せ　
る　
と　
い　
う　
、　
大　
山　
千　
枚　
田　
保　
存　

会　
の　
活　
動　
に　
は　
大　
い　
に　
共　
感　
し　
、　
力　

を　
得　
て　
い　
ま　
す　
」　
と　
の　
言　
葉　
通　
り　
、　

今　
年　
鴨　
川　
市　
は　
、　
千　
枚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　

制　
度　
に　
関　
す　
る　
農　
業　
特　
区　
を　
申　
請　
し　
、　

指　
定　
を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。　

収　
穫　
祭　
の　
主　
役　
は　
「　
新　
米　
」　。　
地　
元　

の　
主　
婦　
が　
お　
こ　
わ　
や　
お　
に　
ぎ　
り　
、　
お　

す　
し　
と　
お　
米　
を　
堪　
能　
で　
き　
る　
よ　
う　
さ　

ま　
ざ　
ま　
な　
米　
料　
理　
を　
作　
り　
、　
都　
市　
住　

民　
が　
味　
わ　
う　
。　
大　
人　
と　
子　
供　
の　
共　
同　

作　
業　
「　
も　
ち　
つ　
き　
」　
ま　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

猛　
暑　
や　
台　
風　
に　
耐　
え　
て　
米　
が　
無　
事　

に　
実　
っ　
た　
こ　
と　
を　
地　
元　
農　
家　
と　
都　
市　

住　
民　
が　
喜　
び　
、　
分　
か　
ち　
合　
い　
、　
語　
り　

合　
う　
、　
豊　
か　
な　
時　
間　
の　
流　
れ　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
◎
千
葉
県

鴨
川
市

千
葉
県
鴨
川
市　
は　
、　
房
総
半
島　
の　
南
東
部　
に　
位
置　
す　
る　
人
口
約
三
万
人　
の　
都
市　
で　
す　
。　

温
暖
な　
気
候　
と　
豊　
か　
な　
自
然　
に　
恵　
ま　
れ　
、　
内
陸　
の　
長
狭
地
区　
で　
は　
、　

名
産　「
長
狭
米
」　の　
稲
作　
が　
盛
ん　
で　
す　
。　

市
西
部　
の　
中
山
間
地
域　
に　
は　
、　「
日
本　
の　
棚
田
百
選
」　に　
も　
選
定　
さ　
れ　
た　「
大
山
千
枚
田
」　
が　
広　
が　
り　
ま　
す　
。　

今　
で　
こ　
そ
日
本　
の　
原
風
景　
と　
し　
て　
そ　
の　
価
値　
が　
見
直　
さ　
れ　
て　
い　
る　
棚
田　
で　
す　
が　
、　

傾
斜
地　
に　
小　
さ　
な　
田　
が　
段　
々　
状　
に　
続
く　
、　
作
業　
の　
効
率　
の　
悪　
い　
、　
機
械　
の　
導
入
も　
難　
し　
い　
厄
介
者　
と　
し　
て　
、　

耕
作
放
棄
地　
と　
化　
し　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

そ　
こ　
で　
、　
地
元
農
家　
は　「
大
山
千
枚
田
保
存
会
」　
を　
結
成　
、　

「
千
枚
田　（
棚
田
）　オ　
ー　
ナ　
ー　
制
度
」　
を　
作　
り　
、　
都
市
住
民　
と　
の　
交
流　
に　
よ　
る　
稲
作　
に　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
こ　
で　
は　
、　
都
市
住
民　
と　
の　
交
流　
に　
よ　
る　
棚
田
再
生　
、　
さ　
ら　
に　
は　
就
農　
に　
よ　
る　
定
住
者　
の　
確
保
を　
も　
目
指　
す

大
山
千
枚
田　
の　
棚
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制
度
を　
取　
り
上　
げ　
ま　
す　
。　

◎問い合わせ先　
特定非営利活動（NPO）法人

大山千枚田保存会
TEL:0470-99-9050

ホームページURL

http://www.senmaida.com/

農
業
特
区
申
請　
に　
ま　
で　
発
展
し　
た　

千
枚
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制
度
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棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
●
千
葉
県

鴨
川
市

地　
権　
者　
約　
二　
十　
名　
、　
地　
元　
の　
有　
志　
住　

民　
約　
百　
二　
十　
名　
に　
加　
え　
、　
公　
募　
に　
よ　

る　
都　
市　
部　
の　
支　
援　
者　
約　
三　
百　
七　
十　
名　

で　
構　
成　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
棚　
田　
を　
都　
市　
住　
民　
に　
提　
供　
す　
る　
」　

こ　
ん　
な　
考　
え　
方　
が　
は　
じ　
め　
か　
ら　
あ　
っ　

た　
わ　
け　
で　
は　
な　
い　
と　
、　
石　
田　
さ　
ん　
は　

振　
り　
返　
り　
ま　
す　
。　

「　
こ　
の　
あ　
た　
り　
の　
地　
域　
お　
こ　
し　
は　

『　
都　
会　
に　
負　
け　
る　
も　
の　
か　
』　
と　
い　
う　
都　

会　
に　
対　
す　
る　
対　
抗　
意　
識　
ば　
か　
り　
強　
い　

も　
の　
で　
し　
た　
。　
都　
会　
の　
人　
が　
棚　
田　
の　

よ　
さ　
を　
わ　
か　
っ　
て　
く　
れ　
る　
な　
ど　
と　
は　

考　
え　
も　
し　
な　
か　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　
し　
か　

し　
、　
十　
数　
年　
前　
都　
会　
か　
ら　
鴨　
川　
に　
移　

住　
し　
て　
農　
業　
を　
始　
め　
た　
人　
か　
ら　
、　『　
都　

会　
と　
田　
舎　
と　
の　
親　
せ　
き　
づ　
き　
あ　
い　
』　

と　
い　
う　
発　
想　
を　
教　
え　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　

棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
は　
『　
都　
会　
人　
は　

仲　
間　
』　
と　
い　
う　
発　
想　
の　
転　
換　
が　
生　
み　

出　
し　
た　
も　
の　
な　
の　
で　

す　
」　し　

か　
し　
、　
対　
抗　
意　

識　
を　
捨　
て　
、　
都　
市　
の　

住　
民　
の　
力　
を　
借　
り　
て　

棚　
田　
を　
守　
る　
と　
い　
う　

考　
え　
は　
、　
地　
元　
の　
理　

解　
を　
得　
る　
の　
が　
大　
変　

で　
し　
た　
。　

「　
地　
権　
者　
に　
『　
土　
地　

を　
貸　
り　
た　
い　
』　
と　
頼　

ん　
で　
も　
、　
不　
思　
議　
そ　

う　
な　
顔　
を　
さ　
れ　
る　
だ　

け　
で　
し　
た　
。　
都　
会　
の　

住　
民　
に　
棚　
田　
を　
貸　
す　

こ　
と　
が　
地　
域　
お　
こ　
し　

に　
つ　
な　
が　
る　
な　
ん　

て　
、　
想　
像　
す　
ら　
で　
き　

な　
か　
っ　
た　
の　
で　
し　
ょ　
う　
」　

説　
得　
の　
決　
め　
手　
に　
な　
っ　
た　
の　
は　
、　

「　
自　
分　
の　
子　
供　
で　
さ　
え　
耕　
さ　
な　
い　
田　
ん　

ぼ　
で　
、　
米　
を　
作　
っ　
て　
み　
た　
い　
と　
い　
う　

都　
会　
の　
人　
が　
た　
く　
さ　
ん　
い　
る　
ん　
だ　
」　

こ　
の　
石　
田　
さ　
ん　
の　
言　
葉　
で　
し　
た　
。　

平　
成　
十　
一　
年　
に　
は　
、　
大　
山　
千　
枚　
田　

が　
農　
林　
水　
産　
省　
の　
「　
日　
本　
の　
棚　
田　
百　

選　
」　
に　
選　
ば　
れ　
、　
東　
京　
に　
最　
も　
近　
い　

棚　
田　
と　
し　
て　
注　
目　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
地　

元　
に　
も　
棚　
田　
に　
対　
す　
る　
誇　
り　
が　
生　
ま　

れ　
、　
同　
年　
の　
秋　
に　
は　
、　
三　
十　
九　
区　
画　

四　
十　
六　
枚　
の　
棚　
田　
を　
選　
び　
、　
一　
区　
画　

約　
百　
平　
方　

を　
三　
万　
円　
で　
募　
集　
し　
た　

と　
こ　
ろ　
、　
予　
想　
を　
は　
る　
か　
に　
上　
回　
る　

百　
七　
十　
名　
以　
上　
の　
応　
募　
が　
あ　
り　
、　
三　

十　
九　
名　
の　
オ　
ー　
ナ　
ー　
が　
選　
考　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

ま　
た　
、　
平　
成　
十　
二　
年　
に　
は　
地　
域　
農　

業　
基　
盤　
確　
立　
農　
業　
構　
造　
改　
革　
事　
業　

（　
農　
業　
資　
源　
活　
用　
型　
）　
を　
利　
用　
し　
て　
、　

棚　
田　
の　
管　
理　
施　
設　
「　
棚　
田　
倶　
楽　
部　
」　

が　
完　
成　
し　
、　
オ　
ー　
ナ　
ー　
の　
み　
な　
ら　
ず　
、　

棚　
田　
を　
訪　
れ　
る　
人　
々　
の　
憩　
い　
の　
拠　
点　

と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

平　
成　
十　
二　
年　
の　
米　
作　
り　
の　
季　
節　
に　

は　
、　
オ　
ー　
ナ　
ー　
た　
ち　
は　
家　
族　
や　
友　
達　

を　
連　
れ　
て　
田　
ん　
ぼ　
に　
集　
ま　
り　
、　
棚　
田　

は　
何　
十　
年　
ぶ　
り　
か　
の　
活　
況　
を　
取　
り　
戻　

し　
ま　
し　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　
田　
植　
え　
や　
稲　

刈　
り　
だ　
け　
参　
加　
し　
た　
い　
と　
い　
う　
人　
や　
、　

見　
学　
ツ　
ア　
ー　
な　
ど　
も　
多　
数　
訪　
れ　
、　
棚　

田　
の　
持　
つ　
魅　
力　
の　
大　
き　
さ　
が　
証　
明　
さ　

れ　
ま　
し　
た　
。　

初　
年　
度　
の　
成　
功　
を　
受　
け　
、　
翌　
平　
成　

十　
三　
年　
度　
分　
か　
ら　
は　
百　
十　
二　
区　
画　
、　

百　
三　
十　
枚　
の　
棚　
田　
を　
用　
意　
し　
ま　
し　
た　
。　

マ　
ス　
コ　
ミ　
の　
取　
材　
の　
効　
果　
も　
あ　
り　
、　
翌　

年　
度　
以　
降　
も　
好　
評　
を　
博　
し　
ま　
し　
た　
。　

平　
成　
十　
六　
年　
現　
在　
、　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　

は　
百　
三　
十　
六　
名　
。　
日　
本　
一　
の　
規　
模　
で　

あ　
り　
、　
毎　
年　
、　
募　
集　
を　
は　
る　
か　
に　
上　
回　

る　
応　
募　
者　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
オ　
ー　
ナ　
ー　

は　
八　
割　
以　
上　
が　
東　
京　
、　
神　
奈　
川　
や　
千　

葉　
以　
北　
の　
住　
民　
で　
、　
都　
市　
部　
と　
の　
交　

流　
と　
い　
う　
目　
的　
は　
達　
成　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

大　
山　
千　
枚　
田　
の　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　

度　
に　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
特　
徴　
が　
あ　
り　

ま　
す　
。　

制　
度　
の　
開　
始　
時　
に　
は　
農　
地　
法　
の　
制　

約　
が　
あ　
り　
、　
市　
が　
農　
家　
か　
ら　
農　
地　
を　
借　

り　
上　
げ　
、　
市　
が　
オ　
ー　
ナ　
ー　
個　
人　
と　
農　
地　

利　
用　
契　
約　
を　
結　
ぶ　
形　
態　
を　
と　
り　
ま　
し　

メ　
ー　

ト　
ル　

都
市
住
民
は
仲
間

発
想
の
転
換
が

制
度
を
生
み
出
す

都
市
住
民
の
力
を
借
り
て

蘇　
っ　
た
棚
田
、　
実　
っ　
た
稲
穂

9月

上旬

稲刈り１０月

上旬

収穫祭 7月

中旬
8月

下旬

草刈り

オ
ー
ナ
ー
制
度
の
特
徴

も　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
た　
ち　
も　
、　
一　
つ　
の　

輪　
に　
な　
り　
踊　
り　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　
新　

米　
の　
引　
き　
渡　
し　
で　
す　
。　
例　
年　
、　
棚　
田　

オ　
ー　
ナ　
ー　
が　
持　
ち　
帰　
れ　
る　
お　
米　
は　
一　

人　
平　
均　
約　
三　
六　

。　
棚　
田　
ト　
ラ　
ス　

ト　
の　
メ　
ン　
バ　
ー　
は　
、　
同　
じ　
三　
六　

が　
参　
加　
口　
数　
に　
応　
じ　
て　
均　
等　
に　
配　
分　

さ　
れ　
ま　
す　
。　

参　
加　
者　
の　
瞳　
が　
い　
ち　
ば　
ん　
輝　
く　
の　

は　
、　
お　
米　
を　
受　
け　
取　
る　
と　
き　
。　
春　
の　

田　
植　
え　
か　
ら　
夏　
の　
草　
刈　
り　
、　
秋　
の　
稲　

刈　
り　
に　
至　
る　
ま　
で　
、　
自　
分　
の　
手　
で　
作　

り　
上　
げ　
た　
お　
米　
を　
手　
に　
す　
る　
瞬　
間　
で　

グ　
ラ

ム　

キ
ロ

グ　
ラ

ム　

キ
ロ

二　

、　
棚　
田　
の　
枚　
数　
は　
三　
百　
七　
十　
五　

枚　
で　
す　
。　
傾　
斜　
地　
に　
あ　
る　
う　
え　
、　
区　
画　

が　
狭　
く　
、　
形　
も　
一　
定　
で　
な　
い　
棚　
田　
で　
は　

機　
械　
の　
導　
入　
が　
難　
し　
く　
、　
省　
力　
化　
が　
進　

み　
ま　
せ　
ん　
。　
そ　
の　
た　
め　
、　
高　
齢　
化　
に　
よ　

る　
耕　
作　
放　
棄　
や　
後　
継　
者　
不　
足　
は　
一　
層　

深　
刻　
で　
、　
目　
に　
見　
え　
て　
休　
耕　
地　
や　
荒　
廃　

地　
が　
増　
加　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

地　
元　
の　
組　
合　
は　
農　
産　
物　
直　
売　
所　
の　

開　
設　
や　
グ　
リ　
ー　
ン　
ツ　
ー　
リ　
ズ　
ム　
の　
受　

け　
入　
れ　
を　
試　
み　
ま　
し　
た　
が　
、　
地　
域　
外　

の　
人　
を　
取　
り　
込　
む　
ほ　
ど　
の　
効　
果　
は　
な　

く　
長　
続　
き　
し　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　

平　
成　
六　
年　
に　
は　
、　
複　
数　
の　
地　
元　
組　

合　
が　
集　
ま　
っ　
て　
、　
市　
に　
対　
し　
て　
新　
し　

い　
直　
売　
所　
の　
開　
設　
や　
農　
産　
物　
加　
工　
施　

設　
の　
整　
備　
を　
働　
き　
か　
け　
ま　
し　
た　
。　
そ　

れ　
を　
受　
け　
て　
、　
平　
成　
七　
年　
、　
市　
の　
農　

林　
水　
産　
課　
は　
、　
農　
林　
水　
産　
省　
の　
地　
域　

農　
業　
基　
盤　
確　
立　
農　
業　
構　
造　
改　
善　
事　
業　

制　
度　
の　
方　
向　
性　
を　
ふ　
ま　
え　
た　
「　
鴨　
川　

リ　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　
ビ　
レ　
ッ　
ジ　
構　
想　
」　
を　

ま　
と　
め　
、　
翌　
平　
成　
八　
年　
に　
は　
国　
庫　
補　

助　
事　
業　
と　
し　
て　
採　
択　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
構　
想　
の　
柱　
の　
一　
つ　
が　
棚　
田　
の　

管　
理　
施　
設　
の　
整　
備　
で　
す　
。　
大　
山　
地　
区　

で　
も　
構　
想　
を　
受　
け　
て　
棚　
田　
保　
全　
へ　
の　

取　
り　
組　
み　
を　
始　
め　
、　
平　
成　
九　
年　
に　
は　

任　
意　
団　
体　
と　
し　
て　
大　
山　
千　
枚　
田　
保　
存　

会　
が　
発　
足　
し　
ま　
し　
た　
。　
保　
存　
会　
は　
、　

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

す　
。　
慣　
れ　
な　
い　
手　
つ　
き　
で　
重　
い　
米　
袋　
を　

担　
ぎ　
な　
が　
ら　
、　
満　
足　
げ　
な　
笑　
顔　
で　
帰　
っ　

て　
行　
く　
参　
加　
者　
の　
列　
が　
続　
き　
ま　
し　
た　
。　

収　
穫　
祭　
の　
に　
ぎ　
わ　
い　
、　
そ　
れ　
だ　
け　

が　
制　
度　
の　
目　
的　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
が　
地　
域　
を　
興　
し　
、　
こ　

の　
地　
に　
定　
住　
を　
望　
む　
者　
を　
発　
掘　
す　
る　

こ　
と　
、　
こ　
れ　
が　
真　
の　
目　
的　
で　
す　
。　
制　

度　
創　
設　
の　
経　
緯　
や　
し　
く　
み　
、　
狙　
い　
に　

つ　
い　
て　
、　
Ｎ　
Ｐ　
Ｏ　
大　
山　
千　
枚　
田　
保　
存　

会　
の　
石　
田　
三　
示　
理　
事　
長　
に　
お　
伺　
い　
し　

ま　
し　
た　
。　

大　
山　
千　
枚　
田　
の　
水　
田　
面　
積　
は　
約　
三　
・　

交
流
か
ら
定
住　
へ　

定
住
者
発
掘
が
制
度　
の　
狙　
い　

田
ん
ぼ
を
守
り
た　
い

安
易
な
グ
リ
ー　
ン　
ツ
ー
リ
ズ　
ム

で
は
だ
め
だ　
っ　
た

3月

中旬

田おこし5月

中旬

田植え6月

上旬

草刈り

特定非営利活動（N P O）法人大山千枚田保存会　理事長

石田
い し だ

三示
み つ じ

さん
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棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
●
千
葉
県

鴨
川
市

棚田オーナーは
こんな人たち

く　
、　
オ　
ー　
ナ　
ー　
よ　
り　
も　
横　
の　
つ　
な　
が　

り　
が　
密　
な　
ほ　
ど　
で　
す　
」　

ほ　
か　
に　
も　
、　
大　
豆　
畑　
ト　
ラ　
ス　
ト　
制　

度　
や　
、　
酒　
米　
を　
作　
る　
酒　
づ　
く　
り　
オ　
ー　

ナ　
ー　
制　
度　
な　
ど　
、　
数　
多　
く　
の　
制　
度　
が　

作　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
棚　
田　
に　
人　
が　
集　
ま　

る　
の　
を　
見　
て　
、　
畑　
地　
を　
貸　
し　
た　
い　
と　
い　

う　
人　
も　
現　
れ　
始　
め　
、　
畑　
に　
よ　
る　
オ　
ー　

ナ　
ー　
制　
度　
の　
検　
討　
も　
進　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　

大　
山　
千　
枚　
田　
の　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　

度　
の　
定　
員　
は　
、　
現　
在　
は　
百　
三　
十　
六　
名　
、　

毎　
年　
の　
新　
規　
は　
十　
数　
人　
分　
し　
か　
あ　
り　

ま　
せ　
ん　
。　
多　
数　
の　
応　
募　
に　
応　
え　
る　
た　

め　
、　
周　
辺　
の　
集　
落　
で　
も　
同　
様　
の　
制　
度　

を　
創　
設　
し　
て　
、　
保　
存　
会　
か　
ら　
の　
紹　
介　

で　
オ　
ー　
ナ　
ー　
を　
集　
め　
は　
じ　
め　
ま　
し　
た　
。　

「　
各　
集　
落　
に　
は　
、　『　
田　
ん　
ぼ　
で　
稼　
ぐ　
こ　

と　
が　
目　
的　
で　
は　
な　
い　
、　
人　
を　
集　
め　
る　

こ　
と　
が　
集　
落　
に　
と　
っ　
て　
大　
切　
な　
ん　
だ　
』　

と　
口　
を　
酸　
っ　
ぱ　
く　
し　
て　
言　
い　
聞　
か　
せ　

て　
い　
ま　
す　
。　
集　
落　
ご　
と　
の　
特　
色　
を　
出　

し　
、　
農　
作　
業　
の　
面　
倒　
を　
し　
っ　
か　
り　
見　

て　
運　
営　
す　
れ　
ば　
、　
人　
は　
必　
ず　
定　
着　
し　

て　
く　
れ　
ま　
す　
。　
実　
際　
、　
大　
山　
千　
枚　
田　

と　
同　
様　
、　
多　
く　
の　
オ　
ー　
ナ　
ー　
が　
翌　
年　

度　
へ　
の　
更　
新　
を　
希　
望　
し　
て　
い　
ま　
す　
」　

都　
市　
と　
の　
交　
流　
で　
棚　
田　
を　
保　
全　
す　

る　
と　
い　
う　
目　
標　
を　
達　
成　
し　
た　
棚　
田　
オ　

ー　
ナ　
ー　
制　
度　
で　
す　
が　
、　
石　
田　
さ　
ん　
は　

「　
交　
流　
が　
本　
来　
の　
目　
的　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　

ん　
」　
と　
強　
調　
し　
ま　
す　
。　

「　
い　
ち　
ば　
ん　
大　
事　
な　
こ　
と　
は　
、　
将　
来　
、　

地　
元　
が　
『　
こ　
の　
人　
に　
来　
て　
ほ　
し　
い　
』　

と　
思　
う　
人　
が　
定　
住　
し　
て　
く　
れ　
る　
こ　
と　

で　
す　
。　
五　
年　
間　
交　
流　
を　
続　
け　
れ　
ば　
、　

農　
家　
の　
人　
柄　
も　
分　
か　
っ　
て　
も　
ら　
え　
ま　

す　
。　
そ　
の　
上　
で　
『　
定　
住　
し　
た　
い　
』　
と　

言　
っ　
て　
く　
れ　
る　
人　
な　
ら　
、　
地　
元　
も　
安　

心　
し　
て　
迎　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
」　

鴨　
川　
に　
移　
り　
住　
ん　
だ　
オ　
ー　
ナ　
ー　
は　
、　

定　
年　
組　
、　
若　
者　
を　
合　
わ　
せ　
て　
計　
四　
名　

で　
す　
。　
さ　
ら　
に　
、　
都　
会　
に　
も　
住　
居　
を　

持　
つ　
半　
定　
住　
の　
人　
や　
土　
地　
を　
探　
し　
て　

い　
る　
人　
を　
含　
め　
れ　
ば　
、　
そ　
の　
数　
は　
倍　

以　
上　
に　
の　
ぼ　
り　
ま　
す　
。　

「　
地　
域　
に　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
個　
性　
が　
必　

要　
で　
す　
。　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
に　
は　
、　
大　

学　
教　
授　
や　
気　
象　
予　
報　
士　
な　
ど　
の　
多　
彩　

な　
人　
材　
が　
そ　
ろ　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　

人　
た　
ち　
に　
力　
を　
借　
り　
な　
が　
ら　
、　
鴨　
川　

の　
地　
域　
お　
こ　
し　
を　
進　
め　
て　
い　
く　
こ　
と　

が　
、　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
の　
究　
極　
の　

目　
標　
で　
あ　
り　
、　
私　
た　
ち　
の　
夢　
で　
も　
あ　

る　
の　
で　
す　
」　

法政大学人間環境学部・環境サークルの皆さん
サークルで1 9 0平方㍍の棚田のオーナーとなり、月一回は訪れ

ています。田植えは、今や新入生歓迎の恒例行事となりました。

収穫祭などの準備では、前日から泊まり込んで手伝いをする

代わり、宿泊費を免除してもらっています。O Bの中には、保存

会の運営に加わって活躍している人もいます。

東京都大田区から来た越智さん
雑誌で棚田オーナー制度

を知って申し込み、今年で

五年目になります。ご夫婦

そろって、年に六回ほどは

棚田を訪れます。

「五年間通ったので、一通

りのことは自分でできるよ

うになりました」と語る越

智さん。手作りの農業にす

っかり魅せられています。

千葉県船橋市から来た
小原さん父娘と岩浅さん一家

ご近所同士の小原さんと岩浅さんは、「農家の手助けがなけれ

ば、とてもお米は作れません」と、地元農家に感謝します。

「子供たちに、土に触れて作物を作る喜びをもっと教えたいで

すね」と、今後も続ける予定です。最近では子供たちもお米の

大切さが身に染みたらしく、こぼしたご飯も拾って、一粒残ら

ず食べるようになりました。

既
に
四
名
が
定
住

若
者
も
移
り
住
ん
で
き
た

た　（　
右　
図　
参　
照　
）　。　
更　
新　
期　
間　
も　
農　
地　

法　
の　
制　
約　
か　
ら　
最　
大　
五　
年　
間　
で　
す　
。　

棚　
田　
の　
管　
理　
や　
制　
度　
運　
営　
は　
大　
山　

千　
枚　
田　
保　
存　
会　
が　
請　
け　
負　
い　
、　
農　
作　

業　
の　
指　
導　
や　
オ　
ー　
ナ　
ー　
と　
の　
交　
流　
は　

保　
存　
会　
に　
所　
属　
す　
る　
地　
元　
農　
家　
が　
行　

い　
ま　
す　
。　

現　
在　
は　
大　
山　
千　
枚　
田　
に　
加　
え　
周　
辺　

四　
集　
落　
の　
棚　
田　
の　
エ　
リ　
ア　
が　
全　
国　
で　

も　
珍　
し　
い　
棚　
田　
に　
関　
す　
る　
農　
業　
特　
区　

に　
指　
定　
さ　
れ　
、　
平　
成　
十　
六　
年　
度　
か　
ら　

周　
辺　
四　
集　
落　
の　
棚　
田　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

農　
業　
特　
区　
の　
制　
度　
を　
活　
用　
し　
て　
地　
元　

農　
家　
と　
オ　
ー　
ナ　
ー　
と　
の　
直　
接　
契　
約　
や　

五　
年　
間　
を　
超　
え　
る　
更　
新　
も　
可　
能　
と　
な　

り　
、　
本　
格　
的　
な　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
を　
実　

現　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

オ　
ー　
ナ　
ー　
は　
、　
年　
八　
回　
の　
作　
業　
日　
に　

現　
地　
に　
足　
を　
運　
び　
、　
積　
極　
的　
に　
田　
ん　
ぼ　

に　
入　
っ　
て　
農　
作　
業　
を　
行　
う　
の　
が　
原　
則　
で　

す　
が　
、　
無　
理　
な　
と　
き　
は　
地　
元　
農　
家　
が　

応　
援　
し　
ま　
す　
。　
地　
元　
農　
家　
の　
指　
導　
に　

よ　
る　
農　
作　
業　
な　
の　
で　
、　
農　
業　
の　
未　
経　
験　

者　
で　
も　
安　
心　
し　
て　
取　
り　
組　
め　
ま　
す　
。　

オ　
ー　
ナ　
ー　
と　
保　
存　
会　
と　
が　
交　
流　
を　

通　
じ　
て　
、　
協　
力　
し　
な　
が　
ら　
棚　
田　
の　
耕　

作　
を　
継　
続　
し　
、　
美　
し　
い　
景　
観　
を　
保　
全　

す　
る　
こ　
と　
が　
目　
的　
な　
の　
で　
、　
一　
定　
の　

収　
穫　
を　
約　
束　
す　
る　
制　
度　
で　
は　
な　
い　
こ　

と　
も　
特　
徴　
の　
一　
つ　
で　
す　
。　

収　
穫　
よ　
り　
も　
、　
子　
供　
へ　
の　
環　
境　
教　

育　
、　
あ　
る　
い　
は　
将　
来　
の　
田　
舎　
暮　
ら　
し　

の　
足　
が　
か　
り　
に　
な　
る　
こ　
と　
を　
考　
え　
て　

い　
る　
制　
度　
で　
す　
。　

オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
の　
予　
備　
軍　
を　
想　
定　

し　
て　
創　
設　
さ　
れ　
た　
棚　
田　
ト　
ラ　
ス　
ト　
制　

度　
は　
、　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
の　
成　
功　
の　
証　

と　
い　
え　
る　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
一　
口　

三　
万　
円　
の　
参　
加　
費　
で　
、　
田　
ん　
ぼ　
五　
反　

を　
五　
十　
口　
（　
一　
口　
当　
た　
り　
百　
平　
方　

）　

で　
ト　
ラ　
ス　
ト　
し　
、　
共　
同　
作　
業　
で　
稲　
作　

を　
行　
う　
し　
く　
み　
で　
す　
。　
日　
常　
の　
管　
理　

は　
保　
存　
会　
が　
行　
い　
、　
収　
穫　
し　
た　
お　
米　

は　
参　
加　
口　
数　
に　
応　
じ　
て　
均　
等　
に　
配　
分　

さ　
れ　
ま　
す　
。　「　
気　
軽　
に　
稲　
作　
を　
体　
験　
し　

た　
い　
」　
と　
い　
う　
層　
を　
中　
心　
に　
、　
オ　
ー　

ナ　
ー　
制　
度　
と　
は　
違　
っ　
た　
人　
気　
を　
集　
め　

て　
い　
ま　
す　
。　

「　
田　
ん　
ぼ　
に　
来　
る　
こ　
と　
は　
『　
義　
務　
』　

で　
な　
く　
『　
権　
利　
』　
で　
す　
。　
稲　
作　
を　
楽　

し　
む　
権　
利　
を　
買　
う　
と　
思　
え　
ば　
、　
自　
然　

に　
足　
も　
向　
く　
は　
ず　
で　
す　
。　
共　
同　
作　
業　

は　
棚　
田　
を　
愛　
す　
る　
仲　
間　
と　
知　
り　
合　
え　

る　
場　
で　
も　
あ　
る　
た　
め　
、　
参　
加　
率　
は　
高　

メ　
ー　

ト　
ル　

オ
ー
ナ
ー
か
ら

ト
ラ　
ス
ト
制
度　
へ　

交
流
が
生
ん
だ
制
度
の
広
が
り

棚田オーナー制度の仕組み

左：小原さん父娘　右：岩浅さん一家


